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Mutsuo Yanagihara

柳原睦夫

「風の館」（43.0 × 24.0 ×高さ 40.0cm）

やなぎはら・むつお　大阪芸術大学名誉
教授。1934 年、高知県生まれ。京都市
立美術大学工芸科陶磁器専攻修了。ワシ
ントン大学陶芸科講師などを歴任。国内
外で個展多数、受賞多数。

日本橋店 6 階 
3 月 28 日（水）→ 4月 3日（火）
京都店 6 階
4 月 25 日（水）→ 5月 1日（火）
ジェイアール名古屋タカシマヤ 10 階
5 月 9 日（水）→ 15 日（火）
大阪店 6 階
5 月 30 日（水）→ 6月 5日（火）
上記各店美術画廊
※最終日は午後 4時閉場
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髙島屋美術部創設110年記念

柳原睦夫展 ―風に就いて―
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